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売上高 営業利益

22/6期より新収益認識会計基
準を適用

2成長の軌跡

（単位︓百万円）
株式店頭登録（JASDAQ)2月2001年
東京証券取引所市場第二部上場5月2012年
東京証券取引所市場第一部上場7月2014年
東京証券取引所市場プライムへ移行4月2022年

※ 2022年6月期より「売上高」については、売上原価から控除しておりました有償受給取引における受給品に含まれる標準
スクラップ価額を「売上高」に含めて表示しております。
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増減2024年6月期2023年6月期

増減比％金額売上比％金額売上比％金額

5.11,352-27,726-26,374売 上 高

5.529420.45,65020.35.356売 上 総 利 益

6.921812.23,36911.93,151営 業 利 益

13.343213.23,66812.33,236経 常 利 益

15.93118.22,2677.41,956親会社株主に帰属する当期
純 利 益

■2024年６月期の営業利益は前期比で6.9％増加
■部品セグメントの主力であるスマートフォン関連部品の需要は低調で、産機向けや半導体関連向けの電子部品は復調が想定より遅れ
ました。
一方、自動車電装部品は堅調に推移しました。

■機械器具セグメント の自動機器は顧客の自動車関連設備の需要は慎重に推移したため伸び悩みました。
医療組立は増産計画に沿って堅調に推移しました。

連結損益計算書

（単位︓百万円）



4連結損益計算書（前期比/営業利益増減）

（単位︓百万円）

■営業利益２１８百万円増加の内訳
＋要因︓売上高１,３５２百万円増加
－要因︓売上原価１,０５８百万円増加、販管費７６百万円増加

売上原価
1,058 百万円増加
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セグメント利益 前期比較
増 減当 期前 期

前期比％金額構成比％金額構成比％金額
118.333213.36126.6280■ 金型

△3.3△11270.33,24279.03,354■ 部品

△11.0△30353.52,46465.12,767■電子部品コネクタ

32.519116.977813.8587■自動車電装部品コネクタ

23.612814.667212.8544■ 機械器具

18.4131.8821.670■ 賃貸

8.53611004,6101003,971合計

セグメント別 売上高 前期比較

連結事業別セグメント情報

増 減当 期前 期
前期比％金額構成比％金額構成比％金額

△1.9△305.61,5616.01,591■ 金型

7.31,39973.720,43072.219,031■ 部品

3.859257.716,01058.515,418■電子部品コネクタ

22.380715.94,42013.73,614■自動車電装部品コネクタ

△0.3△1720.75,72621.85,743■ 機械器具

2.200.070.07■ 賃貸

5.11,35210027,72610026,374合計

（単位︓百万円）

（単位︓百万円）

セグメント利益については、セグメント間取引消去前の金額で記載しております。



6連結事業別セグメント情報

金型

5.6%

電子部品

コネクタ

57.7%

自動車電装部品

コネクタ

16.0%

自動機器

11.8%

医療組立

8.9%

賃貸
0.0%

【部品セグメント】
■ 電子部品コネクタは、スマホ向けが低調に推移し、産機・半導体向けは想定よりも復調が遅れた

売上高16,010百万円、前年同期比3.8％増加
■ 自動車電装部品コネクタは、堅調に推移して増収

売上高4,420百万円、前年同期比22.3％増加
■ セグメント利益 3,242百万円、前年同期比3.3％減少

【機械器具セグメント】
■ 自動機器は、自動車関連の顧客で、設備投資が慎重になり減収

売上高3,250百万円、前年同期比4.8％減少
■ 医療組立は、堅調に推移して増収、売上高2,476百万円、前年同期比6.3％増加
■ セグメント利益 672百万円、前年同期比23.6％増加

676 861 730 861
619

942

22/6上期 22/6下期 23/6上期 23/6下期 24/6上期 24/6下期

金型

7,625 7,559 8,267 7,151 7,459 8,551 

1,810 1,687 1,836 1,777 2,302 2,118 

22/6上期 22/6下期 23/6上期 23/6下期 24/6上期 24/6下期

自動車電装部品コネクタ
電子部品コネクタ

1,891 1,792 1,686 1,727 1,478 1,772 

1,050 1,127 1,139 1,191 1,239 1,237 

22/6上期 22/6下期 23/6上期 23/6下期 24/6上期 24/6下期

医療組立
自動機器

【金型セグメント】
■ 電子機器向け、自動車電装向けで減収したものの、効率化と高付加価値化が奏功して増益

売上高 1,561百万円、前年同期比1.9％減少
■ セグメント利益 332百万円、前年同期比118.3％増加

（単位︓百万円） （単位︓百万円） （単位︓百万円）

機械器具
20.7％

部品
73.7％

部品セグメント 機械器具セグメント金型セグメント

2024年６月期セグメント別売上高構成、前年同期比較



7連結貸借対照表

増減額2024年6月期2023年6月期

1,68217,10515,422流動資産
1,5116,0114,499現金及び預金

4636,4225,957受取手形及び売掛金
△2143,5733,787たな卸資産

95419,95819,005固定資産
35117,414 17,063有形固定資産

8109101無形固定資産
5952,4351,840投資その他の資産

2,63537,06334,428資産合計
6758,4727,797流動負債

4974,7864,289買掛金+契約負債+前受金
42624582未払金

2553551未払法人税等
5522,5263,078固定負債
6011,1791,780長期借入金

2,51326,06523,552純資産
2,63537,06334,428負債及び純資産合計

2024年6月期2023年6月期

201.9%197.8%流 動 比 率

146.7%134.1%当 座 比 率

79.2%82.9%固 定 比 率
68.0%66.6%自 己 資 本 比 率

2024年6月期2023年6月期

1,1391,108短期借入金

601636一年内返済予定長期借入金

2024年6月期2023年6月期
有利子負債

2,9203,526

財務体質は健全な水準を維持

（単位︓百万円）
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単位︓百万円

【営業活動によるキャッシュフローの主な項目】

3,756百万円税 引 前 当 期 純 利 益

2,228百万円減 価 償 却 費

392百万円仕 入 債 務 の 増 減 額

272百万円棚 卸 資 産 の 増 減 額 （ 増 : △ ）

△1,088百万円法 人 税 等 の 支 払 額

連結キャッシュフロー計算書

【財務活動によるキャッシュフローの主な項目】

△637百万円長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出
△430百万円配 当 金 の 支 払 額
△207百万円非支配株主への配当金の支払額

【投資活動によるキャッシュフローの主な項目】

△2,547百万円有形固定資産の取得による支出

-4,000
-3,000
-2,000
-1,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000

2023年6月期 2024年6月期

営業CF 投資CF
財務CF 現金及び現金同等物期末残高
フリーCF

（単位︓百万円）

2024年6月期2023年6月期

5,4453,877営業活動によるキャッシュフロー

△2,478△2,984投資活動によるキャッシュフロー

2,967894フリーキャッシュフロー

△1,338△521財務活動によるキャッシュフロー

△118△22現金及び現金同等物に係る換算差額

1,511350現金及び現金同等物の増減額

5,7234,211現金及び現金同等物の期末残高



事 業 状 況
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14,000

16,000

17/6期 18/6期 19/6期 20/6期 21/6期 22/6期 23/6期 24/6期

その他

FA機器

自動車

多機能端末

※旧会計基準で比較

モノ作りNo.1を目指して︓電子部品コネクタ 機械
器具部品金型

事業セグメント

独自技術と融合技術の深化

電子部品コネクタ（単体） 用途別の売上比率（％）
単位︓百万円

32.7%49.0%
52.3%

12.4%

13.6%

21.6%
15.6%

21.7%

21.7%
14.1%

7.6%

13.1% 33.0%
44.1%

16.2%

10

50.9%

16.9%

10.5%

21.7%

56.9%

9.4%

19.6%

14,696

9,993

11,940

10,235

11,735

14,433

55.4%

16.1%

10.6%

自動車
11.1％増加

21.7%

14.2%

41.8%

25.7%

12.7％

19.8%

FA6.5%減少

31.3％

14,221

多機能端末
1.4 ％増加

14,099



34% 38% 44% 45% 46% 48% 48% 48%

17/6期 18/6期 19/6期 20/6期 21/6期 22/6期 23/6期 24/6期

顧客内シェア推移

売上及び出荷数量の推移

モノ作りNo.1を目指して︓自動車電装部品コネクタ 機械
器具部品金型

事業セグメント

継続的な事業拡大

9,318 9,345 9,886 9,286 
10,664 11,365 11,593 

13,668

7,384 7,519 8,115 7,389 
8,367 

3,497 3,614 4,420 

17/6期 18/6期 19/6期 20/6期 21/6期 22/6期 23/6期 24/6期

出荷数量（百万個） 売上(百万円）
22/6期より新収益認識会計基準適用

※顧客の国内の仕入先における生産数量から算出

金型技術、量産技術を背景に
シェアを維持
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100% 121% 122% 118% 132% 159%
199% 206%

2017実績 2018実績 2019実績 2020実績 2021実績 2022実績 2023実績 2024予測

顧客のグローバル販売数量推移

(2017実績を100％)
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4,000

4,500

17/6期 18/6期 19/6期 20/6期 21/6期 22/6期 23/6期 24/6期

売上(社内売買含)推移と構成比率
自動車関連 医療関連 フィーダー関連 ディスペンサー
リフロー炉 LED関連 その他スペア百万円

65.3%

3,437

モノ作りNo.1を目指して︓機械器具（自動機器） 機械
器具部品金型

事業セグメント

技術力・提案力を活かし新たな分野にもチャレンジ
24/6月期 売上構成比率

自動車関連, 70.4%

医療関連, 
16.6%

ディスペンサー
7.3%

ﾌｨｰﾀﾞｰ
4.7％ リフロー炉 0.1%

その他 1.3%

1,713

2,412 2,355
2,508

12

自動車関連（S&S-AT)
自動車ワイヤーハーネス組立装置などを開発・製造し
ています。

3,815

55.1%
55.8%

27.5%

16.1%

23.8%

57.2%
55.1%

70.4%
74.6%17.1%

23.8%

16.6%
10.5%

3,537

75.0%

10.9%

医療関連

装置の開発に注力しています。

医療関連
子会社(ｴｽﾒﾃﾞｨｶﾙ)向け医療組立用の自動化・省力化装
置などを、開発・製造。
前期に子会社増床の量産設備設置が完了し、省力化用
装置の開発に注力しています。

3,610



モノ作りNo.1を目指して︓機械器具（医療組立） 機械
器具部品金型

事業セグメント

受注拡大により更なる安定事業に発展

1,042 1,088 1,153 1,296 1,236 
672 660 657 

764 
978 

1,497 
1,797 1,918 

1,504 
1,670 

1,819 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

17/6期 18/6期 19/6期 20/6期 21/6期 22/6期 23/6期 24/6期

アイテム１
アイテム２

3,153 22/6期より新収益認識会計基準適用

単位︓百万円 売上推移

2017年 アイテム２
生産フロア拡充、ライン増設

13

1品種追加、ライン増設
2019年 アイテム２
1品種追加、ライン増設

2,650

2,066

1,805

2,476

3,093

新工場の増設ライン稼働開始
2022年 アイテム２
新工場の増設ライン稼働開始

2,176
2,330



２０２５年６月期の予想

14



15通期連結業績見通し

増減2025年６月期予想2024年６月期
構成比%金額比％金額構成比％金額構成比％金額

0.2△2.7△424.91,5195.61,561■ 金型
△0.511.82,40474.022,83473.720,430■ 部品

2.514.62,33259.418,34257.716,010■ 電子部品コネクタ

△3.01.67214.64,49215.94,420■ 自動車電装部品コネクタ

0.413.878821.16,51420.75,726■ 機械器具

0.0△13.5△10.060.07■ 賃貸

0.011.33,146100.030,87210027,726合計

セグメント別売上高 （単位︓百万円）

通期業績予想
増減2025年6月期予想2024年６月期

増減比％金額売上比％金額売上比％金額

11.33,146-30,872-27,726売 上 高

13.846412.43,83312.23,369営 業 利 益

4.315912.43,82713.23,668経 常 利 益

3.9887.62,3558.22,267親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

（単位︓百万円）



16設備投資額・減価償却費・研究開発費

3,300 

2,064 

104 

2,650 

2,228 

128 

3,866 

2,838 

179 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

設備投資額 減価償却費 研究開発費

百万円

2023/6 2024/6 2025/6

前期比
45.9％増

前期比
26.0％増

前期比
39.8％増

新工場建設
2022/6期 1,014百万円

2023/6 20246 2025/6 2023/6 2024/6 2025/6

・車載部品設備新設
368百万円
・金型設備合理化
315百万円
・部品製造設備増強

能力向上
651百万円



配当・配当性向（予想）

46円46円

11円11円 20円20円 20円20円
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（創立記念配当５円含む）

30円30円

円 （中間40円／期末40円）

80円80円株主還元方針（2024年8月8日 東証適時開示）

安定的な経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとと
もに、配当につきましても業績に対応して安定した配当を行う
ことを基本とし、あわせて配当性向、株主資本配当率、企業体
質の一層の強化と今後の事業展開に備えるための内部留保の充
実などを勘案して決定する方針といたします。
この基本方針に則り、株主の皆様への還元を充実させるため、

株主還元指標であるＤＯＥ（株主資本配当率）４％または配当
性向50％を目安に配当を実施します。

株主還元方針（2024年8月8日 東証適時開示）

安定的な経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとと
もに、配当につきましても業績に対応して安定した配当を行う
ことを基本とし、あわせて配当性向、株主資本配当率、企業体
質の一層の強化と今後の事業展開に備えるための内部留保の充
実などを勘案して決定する方針といたします。
この基本方針に則り、株主の皆様への還元を充実させるため、

株主還元指標であるＤＯＥ（株主資本配当率）４％または配当
性向50％を目安に配当を実施します。



中 期 経 営 計 画
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19中期経営戦略

当社が注力する新領域成長事業当社が注力する新領域成長事業

車載部品ビジネスの拡大
・電池部品

・安全性能部品

・快適性能部部品

金型～プレス～めっき～成形
～自動検査・梱包の
総合技術で優位性を保つ

自動車関連装置の拡大
・次世代ハーネス組立装
置の開発・製造

新規事業領域への参入
・環境問題へのアプローチ
・鈴木ブランドの確立

医療組立の収益力向上
・増産計画に沿った生産キャパ拡大
・自社製の省人化装置の導入

※売上構成比（2024年6月期実績）

金型

5.6%

電子部品

コネクタ

57.7%

自動車電装部品

コネクタ

16.0%

自動機器

11.8%

医療組立

8.9%

賃貸
0.0%



20中期経営目標（2025／6月期〜2027／6月期）成長・拡大及び企業価値向上

売上高︓400億円／営業利益︓50億円
中期経営目標 2027年6月期中期経営目標 2027年6月期

ROE︓10.0%以上／DOE︓4.0% or DPS︓50%
百万円 百万円

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

主要な部品セグメントと機械器具セグメントを３ヶ年で拡大
◆ 部品セグメント

①スマートフォン向け部品など既存製品のシェア拡大 ②自動車部品事業（電池部品など）への継続的投資と利益率向上

◆ 機械器具セグメント

①自動車ワイヤーハーネス製造装置の生産能力を拡大 ②新規事業領域への参入（食品ロボット・プラズマ技術）
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1,817 1,874 1,948 1,952 
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1,000
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3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

23/6期(実績) 24/6期(実績) 25/6期 26/6期 27/6期 28/6期

売上計画

A社 B社 C社 D社 その他

3,279

成長分野① 新たな事業の確立 部品金型

事業セグメント

車載部品ビジネス（Tier1,2向け部品事業含む）

単位︓百万円

機械
器具

・A社のトヨタ車向けリチウムイオン電池部品（ヤリス等に搭載）と B社向け車載センサー部品は堅調に推移
・Ｄ社向けのリチウムイオン電池部品を2025年より生産開始予定

2,763

2,277

1,718

4,409

（現時点での生産アイテムおよび受注予定アイテム、設備回収費は除く）

3,995
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機械
器具部品金型

事業セグメント

660 657 639 590 570 570 

1,670 1,819 2,039 2,210 2,280 2,280 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

23/6期(実績) 24/6期(実績) 25/6期 26/6期 27/6期 28/6期

アイテム１ アイテム２

2,476
2,678 2,800 2,850 2,850

2,330

単位︓百万円 売上計画

成長分野② 安定事業の医療組立

医療組立の今後の展望について

アイテム１、２はカテーテル関連の医療器具です。

アイテム2は、自社製の自動化設備を開発・導入し、収益拡大を目指します。

アイテム1は海外生産シフトにより減少

アイテム2は顧客シェア拡大により増加
2024年9月、増産ライン稼働予定

22



3,437 4,180 
5,400 5,650 

0

2,000

4,000

6,000

24/6期 25/6期 26/6期 27/6期

自動機売上計画（社内売買含）百万円

機械
器具部品金型

事業セグメント

拡大を見込む自動機器事業

23成長分野③ 有力となる事業の拡大

自動車ワイヤー
ハーネス生産装置

医療関連部品
製造装置
（社内用）

車載電池部品生
産装置（社内用）

主な生産装置

この他に、基板実装ディスペンサー、リフロー炉、各種専用機を製造

新たな業界への参入に向けた活動新たな業界への参入に向けた活動

日本惣菜協会に入会
日本惣菜協会が主催するロボット実装モデル構築推進の為の食品
テクニカル・コミッティに参画しました。
惣菜製造工程のロボット化による人手不足解消等、食品業界への
貢献を目指します。

環境省採択の食品ロス、CO2排出削減の
社会実装事業に参画

食品ロス削減、ＣＯ２排出削減の社会実装事業として環境省の採択
を得て2023年から社会実験を開始した革新的食品鮮度維持技術「ナ
ノスーツ」活用の設備開発を計画しています。
ナノスーツ技術を活用した設備開発を予定します。



Step

01

Step

02

Step

03
2019年

2025年

2026年〜2030年

CO2排出量原単位
50％削減
（2019年度比）

 CO2見える化ソフト導入

 工場エアコン省エネシステム導入

 再エネ発電導入

 非化石電源の活用

（低炭素電力メニューの選択、

非化石証書の購入）

2030年スコープ1、2
CO2排出量50%削減
（2013年度比）

 エネルギー使用量の削減（省
エネ推進活動、省エネ技術の
導入）

 再エネ発電導入（太陽光パネ
ルの設置）

 非化石電源の活用（低炭素
電力メニューの選択、非化石証
書の購入）

省エネ、再エネ対策
（2019年度〜2024年度）

 照明LED化

 省エネタイプのチラーへの更新

 自家消費型太陽光発電設置

 空調熱源機をガス式から電気式に入替え

24

中期目標今期の取組み現在までの取組み結果

サステナビリティ

温室効果ガス削減に向けたロードマップ



25サステナビリティ

取組戦略
・採用者に占める女性比率の目標を定めた積極的な採用活動
・障がい者採用のためのトライアル雇用の実施多様な人材の活躍

・育児・介護短時間勤務制度などワークライフバランスの実現に向けた各種規定の整備
・介護等による自己都合退職者の再雇用制度の整備多様な働き方

・スペシャリスト、ゼネラリスト育成のための部門をまたいだ人事異動の実施
・階層別研修等の体系的、自律的なキャリア形成のための研修制度の整備人材育成

・安全パトロールやヒヤリハット事例の展開等の労働災害防止活動
・健康診断の確実な実施、特定保健指導の推進や各事業所へのトレーニングルーム
の完備による従業員の健康増進

安全で働きやすい環境

2024年6月期実績2023年6月期実績目標項目

35.0%17.2%2030年6月期までに30％以上正社員採用に占める女性比率

4.2%4.7%2030年6月期までに7％以上女性管理職比率

65.5%47.3%2030年6月期までに50％以上男性育児休暇取得率

・指標および目標

社会問題への対応と社会全体の持続性を重視した人的資本の向上に向けた取組

※目標および実績は国内グループ会社合算
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ir2006@suzukinet.co.jp
代表取締役社長 鈴木 教義
取締役執行役員管理本部長 小川 清久

Being an 
“Only-One Company”

お問い合わせ

本資料は、2024年6月期の業績に関する情報の提供と、当社に対するご理解をより深めて頂くことを目的としたもので
あり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料は2024年6月末
時点のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、
その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また今後予告なしに変更されることがあります。

mailto:ir2006@suzukinet.co.jp


参 考 資 料
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会社概要

「不への挑戦」微細金型技術の徹底的な精度追求＝不可能への挑戦経 営 理 念
株式会社鈴木 英語名︓SUZUKI CO., LTD.商 号
1933年6月10日創 立
長野県須坂市大字小河原2150-1本 社
2001年2月16日 JASDAQ
2014年7月31日 東京証券取引所市場第一部
2022年4月4日 同プライム市場へ移行 証券コード︓6785

上 場

代表取締役社長 鈴木教義代 表 者
電子部品コネクタ、電子部品搭載装置、半導体関連装置、各種専用機、
精密プレス金型・モールド金型および医療関連器具の製造・販売事 業 内 容

24億4,245万円資 本 金
14,404,400株（100株単位）発 行 済 株 式 数
〔国内〕S&Sコンポーネンツ株式会社（持株比率︓51.0%）

S&Sアドバンストテクノロジーズ株式会社（持株比率︓51.0%）
エスメディカル株式会社（持株比率︓100.0%）

〔国外〕中国︓鈴木東新電子（中山）有限公司（持株比率︓80.0%）
鈴木東新電子（香港）有限公司（持株比率︓80.0％）

インドネシア︓PT. SUGINDO INTERNATIONAL（持株比率︓99.99％）
（2022年8月にPT.GLOBAL TEKNINDO BERKATAMAを吸収合併）

関 連 会 社
（ 連 結 子 会 社 ）

【連結】 1,085名 【単体】 491名従 業 員

28

※ 2024年６月末現在



株主の状況 （2024年６月末現在）

●株主数の推移

11,140 
9,790 9,835 9,592 9,143 
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13000
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※持株比率は、自己株式（69,202株）を控除して計算しております。

個人･その

他 43.53%

金融機関
28.38%

その他法人
18.54%

外国法人等
7.03%

金融商品取

引業者
2.11%

自己株式
0.41%

●所有者別株式分布状況
株式数分布比率(％)株式数（株）全株主数（名）

43.536,270,3308,937個人・その他
28.384,088,00015金融機関
18.542,671,20566その他国内法人
7.031,012,575101外国人
2.11303,64723証券会社
0.4158,6431自己名義株式

●大株主情報
持株比率(％)持株数(株)株主名

15.842,272,600株式会社クリンゲル
14.822,126,000日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
9.161,313,500株式会社日本カストディ銀行（信託口）
3.72534,304鈴木従業員持株会
2.62375,740鈴木 教義
2.16310,000株式会社八十二銀行
1.40201,423ＤＦＡ ＩＮＴＬ ＳＭＡＬＬ ＣＡＰ
1.12160,000小島 まゆみ
1.12160,000株式会社商工組合中央金庫
1.12160,000鈴木 照子



業界最高レベルの
精密金型の設計・製造

金型︓ 〜長年の研鑽による匠の技︓当社のコア技術〜

電子部品や自動車
電装部品の量産加工

部品︓ 〜金型を用いた精密部品の量産加工〜

実装機や省力化機器の
設計開発

医療関連器具の組立

機械器具︓ 〜金型・部品事業で培った技術ノウハウの応用〜

売上構成比︓5.6 ％

売上構成比︓73.7 ％

売上構成比︓20.7％
※売上構成比︓2023年６月末現在

事業内容〜微細金型技術を核とした精密プレス部品製造を主力とするメーカー 30



受注自動車部品メーカー
（住友電装様、他）

電子部品メーカー
（国内ほぼ全て）

半導体関連メーカー 等

医療機器メーカー

金型 部品

精密金型
設計開発

自動車電装部品コネクタ
【S&Sコンポーネンツ㈱】精密金型

設計開発

外販

社内型

機械器具

実装機、専用機、（社内設備）

【エスメディカル㈱】

納品

電子部品コネクタ
【国内工場、鈴木東新電子】

量産加工

事業内容 〜事業系統図〜 31

自動車ワイヤーハーネス組立用設備
【S&Sアドバンストテクノロジーズ㈱】住友電装様



「金型」

「プレス加工」

精密コネクター金型の外観（上下別、全体）

一般的な圧着端子の加工レイアウト

当社のコア技術である「金型」と「プレス量産加工の工程」

1ピッチずつ順送りして、抜き・曲げ等のプレス加工を行う

32

1ピッチ


